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• はじめに

• ジェネリック・スキルの背景

• ジェネリック・スキルとは

• ジェネリック・スキルの育成

• ジェネリック・スキルの評価

• ジェネリック・スキルの課題
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配布資料①第１部－ A：「大学生のジェネリックスキルを育成・評価するために」



本日のラーニング・アウトカムズ

• 学士課程教育にキャリア教育が求めら
れる背景を理解する。

• 学士課程におけるキャリア教育とは何
かについて、自分なりの見解を持つこと
ができる。

• 講演者にひとつは質問する。

3

過去・現在・未来？
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• 山田太郎

－工学士（1972）

－機械工学科卒業

－大手自動車メーカー入社

－車体設計部門に配属

－取締役技術開発本部長

－退職（2010）
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• 高橋良子

－文学士（1987）

－87-92 大手出版社入社

－92-95 イベント企画会社

－95-02 情報雑誌編集部

－02 大学教員
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• 福岡遼

－学士（経済）2002

－02-04 修士（臨床心理学）

＋ ストリートミュージシャン

－04-05 スクールカウンセラー

－05-08 法科大学院入学

－08-09 司法修習生

＋ NGO カンボジアの子供支援
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• 大島樹里

－学士（理学）2012 予定

－？？？



社会・大学・学生の変化
～ジェネリック・スキルが必要な背景～
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ジェネリック・スキルを必要とする背景

・高等教育のユニバーサル化

・知識基盤社会

・ポートフォリオ社会/生涯学習社会

・大学の使命（大学設置基準の改正）

10



ジェネリック・スキルを必要とする背景

大学教育の
ユニバーサル化
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大学教育のユニバーサル化

学校基本調査速報 12



小学校

中学校

９７．７％高校

１０．３％大学・短大

２８．７％幼稚園

小学校

中学校

６７．７％高校

５６．７％大学・短大

５５．３％幼稚園

１９６０年 ２０１１年

大学教育のユニバーサル化

荒井克弘（２００５）のデータを修正

断絶・選抜

知識基盤社会
21世紀型市民

接続・選択
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ジェネリック・スキルを必要とする背景

知識基盤
社会
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知識基盤社会の担い手

「学校基本調査」

学士が
社会の中
核的人材
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ジェネリック・スキルを必要とする背景

ポートフォリオ
社会
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ポートフォリオ社会/生涯学習社会

卒業後3年で3割が離職
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ポートフォリオ社会/生涯学習社会
若年層ほど転職率が高い

『ユースフル労働統計』 18



ポートフォリオ社会/生涯学習社会
若年層ほど転職率が高い

『ユースフル労働統計』 19
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21世紀の大学教育の前提

• 若者の二人に一人は大学教育が社会
への最終出口

• ポートフォリオ社会（転職が当たり前）

米国：毎年３人に一人が転職 日本：同一企業定着率（３０～３４歳）

３８歳までに平均１０～１４職種 ９８－０３ ６０％

同一企業勤務年数５年以下（５０％） ０３～０６ ５０％

（米国労働省） （労働政策研究・研修機構）

大学教育の在り方が問われている



ジェネリック・スキルを必要とする背景

キャリア・ガイダン
スの義務化
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社会的及び職業的自立を図るた
めに必要な能力を培うための体制
• 第四十二条の二 大学は、当該大学及び学

部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業後
自らの資質を向上させ、社会的及び職業的
自立を図るために必要な能力を、教育課程
の実施及び厚生補導を通じて培うことができ
るよう、大学内の組織間の有機的な連携を図
り、適切な体制を整える ものとする。
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留意事項

○ 大学におけるキャリアガイダンス（社会的・職業的自立に関する指導等）
の導入は，生涯を通じた持続的な就業力の育成の観点から，大学教育
を再点検する中で検討される必要がある。

• 各大学において，どのような取組を行うかは，各大学の教育研究目的，
設置する学部・研究科の種類，学生や教職員の状況により多様と考えら
れ，特定の教育内容・方法が大学に課されるべきものではない。

• ○ 各大学では，教育課程の内容と実施方法に関する方針を定める中
で，個別の授業科目のシラバスや，体系的な教育課程の編成を通じて，
修得すべき知識・技能や職業生活との関係を明らかにし，さらに，学生へ
の履修指導を通じて，その理解を図ることが求められる。

• 大学における取組が，単に「キャリア○○」と称する授業科目を設定す
ることや，従来の厚生補導としての職業指導をそのまま単位修得科目に
置き換えることであるならば，大学教育の単位認定の質が問われること
になりかねず，教育課程編成において十分留意する必要がある。

大学分科会第１０回質保証システム部会配布資料
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ジェネリック・スキルについて
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Employabilityとジェネリック・スキル

• 卒業時の「就職（雇用）」

“Immediate Employment”

• 卒業時の「就業力（即戦力）」

“Immediate Employability”

• 生涯にわたる「持続的就業力」

“Sustainable Employability”

(A G Watts)

25

ジェネリック・スキルとは

• Generic Skills：あらゆる職業を越えて活用
できる「移転可能Transferable」なスキル

• Vocational Skills：特定の「職業」に必要な

特定の「技術的」スキル

• Employer-wide Skills:特定の「組織」で必

要なスキル

• Job-specific Skills：特定の「仕事」に必要

なスキル OJTが基本

日本企業が重視してきた

あいまい
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多様な呼称

国 名 呼 称

イギリス Core Skills, Key Skills, Common Skills

ニュージーランド Essential Skills

オーストラリア Key Competencies, Employability Skills, Generic Skills

カナダ Employability Skills

アメリカ Basic Skills, Necessary Skills, Workplace Know-how

シンガポール Critical Enabling Skills

フランス Transferable Skills

ドイツ Key Qualifications

スイス Trans-disciplinary Goals

デンマーク Process Independent Qualifications
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オーストラリア
Mayer Key 
Competencies

英国(NCVQ)
Core Skills

カナダ
Employability 
Skills Profile

米国(SCANS)
Workplace 
Know-how

知的コンピテンス

情報を収集し、分
析し、整理する
数的スキル
問題解決力

生涯学習力
数的スキル
問題解決力

思考力
数的スキル
問題解決力、意
思決定力

思考スキル（創
造的思考、判断、
問題解決）
基本スキル（読
み書き、数学、
対話）

社会的コンピテンス

他者との協働
チームワーク

他者との協働

責任感
他者との協働

チームワーク
リーダーシップ
責任感

コミュニケーション・コンピテンス

アイデアと情報の
伝達
技術の活用

コミュニケーション
スキル
情報技術

コミュニケーショ
ンスキル
技術の活用

情報の活用
技術的システム
の理解

国

カテゴリー

ジェネリック・スキルとは
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大学教育とジェネリック・スキル
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大学で育成するコンピテンス（従来）

A
学問分野固有の

コンピテンス

A
学問分野固有の

コンピテンス

B
学問分野共通の

コンピテンス

B
学問分野共通の

コンピテンス

C
職業固有の
コンピテンス

C
職業固有の
コンピテンス

学術的（大学）

社会的（労働の世界）

特定的 一般的

Barnett, R(1994)., The Limits of Competenceを修正

リベラル・アーツ

プロフェッショナル

日米の大学

「専門」教育

欧州の大学
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大学で育成するコンピテンス（今後）

A
学問分野固有の

コンピテンス

A
学問分野固有の

コンピテンス

B
学問分野共通の

コンピテンス

B
学問分野共通の

コンピテンス

C
職業固有の
コンピテンス

C
職業固有の
コンピテンス

D
汎用的な

コンピテンス

D
汎用的な

コンピテンス

学術的（大学）

社会的（労働の世界）

特定的 一般的

Barnett, R(1994)., The Limits of Competenceを修正

学士力学士力
社会人社会人
基礎力基礎力
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学士力

21世紀の教養

これまでの教養
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カリキュラムに埋め込まれたＧＳ教育

社会学 日本史 哲学 物理学 経済史 計量経済
学

産業組織
論

チーム
ワーク ○ ○ ○

コミュニ
ケーショ
ン

○ ○ ○ ○

課題解決
力 ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○

IT技能 ○ ○ ○

知識
分野

スキル
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カリキュラムに埋め込まれたＧＳ教育

A
学問分野固有の

コンピテンス

A
学問分野固有の

コンピテンス

B
学問分野共通の

コンピテンス

B
学問分野共通の

コンピテンス

C
職業固有の
コンピテンス

C
職業固有の
コンピテンス

D
汎用的な

コンピテンス

D
汎用的な

コンピテンス

学術的（大学）

社会的（労働の世界）

特定的 一般的

Barnett, R(1994)., The Limits of Competenceを修正34



目標の明示化、段階化、モニタリング

• ベンチマーク（到達目標）の設定

・段階（レベル）化

・「ラーニング・アウトカムズ」 （○○できる）

• 学習状況のモニタリング

・アセスメント

・証拠

・記録（「ポートフォリオ」,PDP→自己評価・管
理力）
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今後の課題
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ジェネリック・スキル育成・評価の課題

• スキル・ギャップ

• 育成手法の開発

• 評価（アセスメント）手法の開発
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スキル・ギャップの課題（学科長）

2011年日本高等教育学会 串本剛報告
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スキル・ギャップの課題（企業）

経団連（2011）「産業界の求める人材像と

大学教育への期待に関するアンケート」
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大学教育で最も重要なＧＳ
古い職業主義 新しい職業主義

定義 大学教育は就業力の育成
を志向する

大学教育は生涯学習力の
育成を志向する

主たる目標 大卒者として就職できるス
キルを習得させる

学生に自己学習力を習得
させることによって、彼らの
キャリア展望を促進する

新しい知識との関係 最新知識とスキルを卒業
後の仕事に応用すること
に焦点

卒業後の仕事において新
しい知識とスキルを獲得す
ることに焦点

時間軸 短期：失業後に就職するこ
と

短期と長期：卒後数十年
にわたる職業生活での学
びへの準備

ワーク・ライフバランス 学生の就職支援 労働と余暇の将来の変化
へいかに適応するか

具体的なスキル 雇用者が不足していると
考える特定のスキルが焦
点

学習力（最も移転可能なス
キル）

Tom Bourner, “Graduate employability and the propensity to learn in employment: a new vocationalism”
Higher Education Review, vol. 43, no. 3, 2011
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経団連（２０１１）「企業の求める人材像と大学教育への期待に関するアンケート」
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オーストラリア
Mayer Key 
Competencies

英国(NCVQ)
Core Skills

カナダ
Employability 
Skills Profile

米国(SCANS)
Workplace 
Know-how

知的コンピテンス

情報を収集し、分
析し、整理する
数的スキル
問題解決力

生涯学習力
数的スキル
問題解決力

思考力
数的スキル
問題解決力、意
思決定力

思考スキル（創
造的思考、判断、
問題解決）
基本スキル（読
み書き、数学、
対話）

社会的コンピテンス

他者との協働
チームワーク

他者との協働

責任感
他者との協働

チームワーク
リーダーシップ
責任感

コミュニケーション・コンピテンス

アイデアと情報の
伝達
技術の活用

コミュニケーション
スキル
情報技術

コミュニケーショ
ンスキル
技術の活用

情報の活用
技術的システム
の理解

国

カテゴリー

ジェネリック・スキルとは
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ステークホルダーとの対話

• 卒業後の継続的なモニタリング

• 採用企業との恒常的な対話の場

• コミュニティからのフィードバック・参加の場
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ご清聴ありがとうございました。
tatsuo@kobe-u.ac.jp

何かを「学習」されたことを期待して！

Carnegie Mellon University
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